
令和７年度　 教育指導の重点及び学校経営計画

学校番号 41 学校名 可児高等学校

「自ら学ぶ」「自ら治む」「自ら鍛う」の自立の精神を涵養し、人間性豊かで心身ともに健全な青年を育成し、清新はつらつの校風の樹立を図る

どんな生徒を
育てたいか
【ＧＰ】

生徒をどう
育てるか
【ＣＰ】

どんな生徒を
待っているか
【ＡＰ】

領域・分野 今　年　度　の　具　体　的　な　重　点　目　標

年　　度　　目　　標 年　度　末　評　価（自　己　評　価）

領域
分野

県教育振興
基本計画での

位置付け

達成度の判断・判断基準
あるいは評価指標

評価
A.B.C.D

成果と課題
総合
評価

A.B.C.D

実施日：令和８年　月　　日 学校関係者評価 実施日：令和８年　月　　日

施策Ⅳ-26

施策Ⅱ-13

・授業評価アンケート
・探究の発表やレポート
・外部模試の成績や共通テ
スト結果の分析
・学校評価アンケートの結
果
・研修の実施状況

生徒指導

施策Ⅰ-1

施策Ⅲ-19

特別活動

施策Ⅰ-1

施策Ⅰ-7

・命の大切さを理解し、ヘルメット着用率向上に向けた
啓発活動を実施

・交通事故未然防止のため、昇降口付近に事故件数を掲
示するなど視覚的な交通安全の啓発活動を推進

・生徒が主体的に参加できる特別活動行事を通じてコ
ミュニケーション能力とリーダーシップを育成

・体育祭、文化祭の保護者との共同実施により、開かれ
た学校づくりを推進

・交通安全関係の啓発活動
や全校集会の回数
・意識啓発のための生徒指
導通信の発行状況
・学校評価アンケートや啓
発活動実施後のアンケート
による生徒の意識変容の調
査と分析

・学校評価アンケートの結
果
・行事実施後のアンケート
による生徒の充実度や参画
への意識の変容の調査と分
析

・学習指導要領で求められる学力の育成、大学入試の多様化への対応　　　　　　　　　　　　　　　                        　　　                                                        　・自他の生命
を尊重し、倫理観や規範意識を育む教育活動の工夫
・学校の教育方針や教育活動の情報発信・広報活動の充実

・探究的な学びを取り入れ、知識・技能の習得だけでなく、粘り強く考え抜く力の育成を目指します。

・将来のウェルビーイングのために希望する進路が実現できるよう、「生きる力」を身に付けるためのキャリア教育推進を目指します。

・集団の中で主体的な行動ができ、他者の模範となる生徒の育成を目指します。

来年度に向けての改善方策等

・進路指導部が企画する講
座や課外活動への参加数と
参加後の自己評価
・卒業後の進路選択の分析
・学校評価アンケートの結
果

・特別活動行事や部活動への積極的な参画を通じて、主体性、協働性、創造性の育成を目指します。

・各教科で「探究的な学び」を実践し、生徒の主体的学
習姿勢を育成

・「探究的な学び」の実践のための授業改善研修を実施

・自己の適性や可能性を理解し、現在の学びと将来との
つながりが実感できるような職業体験活動や講話を実施
キャリアガイダンスを実施

・科学的探究活動や国際理解教育の機会充実のため、大
学や専門機関等と連携した教育活動を企画・運営

社会的役割等
（ｽｸｰﾙ･ﾐｯｼｮﾝ）

学校教育目標
（教育方針）

３つの方針・具体的な重点目標の達成に必要な
具体的取組・方策

特別活動

豊かな人材の輩出と、高い進路目標の実現を目指す高校として
確かな学力の修得と主体的な活動を通して
多様な社会を支えるリーダーの育成を目指す学校

・真摯に学習に取り組み、自ら可能性を伸ばそうとする意欲的な生徒
・コミュニケーションを大切にし、公正さと正義感を合わせもつ生徒
・地域や国際社会で活躍したいと望む生徒

学習指導

進路指導

学校の抱える課題

３つの方針
（ｽｸｰﾙ･ﾎﾟﾘｼｰ）

・丁寧な教科指導と探究的な学びで基礎学力と主体的学習姿勢を育成
・規範意識向上の取り組みや学校行事を通じて社会性と人間性を育成
・特別活動行事や部活動を通してコミュニケーション能力とリーダーシップを養成

・自分の将来を主体的に考え、高い志と向上心をもって行動できる生徒
・高い倫理観を身につけ、他者を尊重し協働できる生徒
・豊かなコミュニケーション能力を備え、リーダーシップを発揮できる生徒

進路指導

取組状況・実践内容
評価項目の達成状況等

教育指導の重点

学習指導

施策Ⅱ-8

施策Ⅱ-11

生徒指導


